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町
で
は
、
平
成　

年
か
ら　

年
間
を
計
画

24

10

年
と
し
た
次
期
「
羽
幌
町
総
合
振
興
計
画
」

の
策
定
に
向
け
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

意
見
を
広
く
取
り
入
れ
る
た
め
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
昨
年
実
施
し
ま
し
た
。　

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

そ
の
集
計
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

今
月
号
で
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
、
一
般
公
募
の
委
員
を
含
む
「
ま
ち

づ
く
り
は
ぼ
ろ
委
員
会
」
な
ど
に
よ
り
、
結

果
を
充
分
検
討
し
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や

ご
提
案
を
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
方
法

　
  　

各
方
面
区
６
世
帯
（
方
面
委
員
と
方

　
　
 
面
委
員
が
地
区
で
依
頼
し
た
5
世
帯
） 

         
と
希
望
者
に
調
査
票
を
配
布
し
回
収

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
期
間

　
　
  
平
成　

年　

月　

日
〜　

月　

日

22

10

14

11

11

◆
回
収
率   　

.
6
%

86

　
　
　
　
　
　
     
配
布　

5
8
8
世
帯　

　
　
　
　
　
　
     
回
収　

5
0
9
世
帯

※
ア
ン
ケ
ー
ト
は
こ
の
ほ
か
小
学
生
、
中
学
生
、
企

業
を
対
象
に
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
含
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
の
詳
細

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
役
場

と
天
売
、
焼
尻
両
支
所
、
公
民
館
、
健
康
セ
ン
タ
ー

で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
ご
希
望
の
方
は
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
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 「どちらかといえば住みやすい」が57.6%で最も

多く、「住みやすい」と答えた23.8%を合わせると、

全体の8割を超えています。

どちらかといえば
住みやすい        　
　　　(57.6%）

住みやすい  
 　(23.8%）

住みにくい  (2.4%）

どちらかといえば
住みにくい
　 (15.1%）

 無回答(1.1%）
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年代構成比 職業構成比

�

男女構成比

  男
 244人
（47.9%）

   女
  91人
（17.9%）

 無回答
 174人
（34.2%）

 60代
（31.2%）

 70歳以上
（29.7%）  50代

（22.2%）

 40代
（9.8%）

 20代（1.4%）
 30代（4.1%）

 19歳以下（0.2%）
 無回答
（1.4%）

 農業
（14.7%）

 無職
（主婦、学生含む）
（38.5%）

 その他（6.5%）
 パート・アルバイト
  （5.9%）

 林業（0.4%）
漁業（5.1%）

商業・サービス業
   (13.6%）

製造業・建設業
    （6.1%）

公務員・団体職員 
       (7.5%）

 無回答（1.7%）
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「愛着をやや感じている」が48.9％と最も多く、次

いで「とても愛着を感じている」が39.3％となっ

ており、合わせると概ね9割近くの回答者が羽幌

町に愛着があると回答しています。

���������	
����������������	���

　「よく反映されている」と「ある程度反映されて

いる」を合わせると45.3％となっています。

　一方、「全く反映されていない」「あまり反映さ

れていない」を合わると39.1％で、意見・要望等

の意向がまちづくりに反映されていると答えた方が

若干上回る結果となっています。　

ある程度
反映されている
　 (42.0%）

あまり反映
されていない
　    (34.6%）

まったく反映
されていない
　 (4.5%）

 無回答（1.8%） よく反映
されている
　   (3.3%）わからない

　（13.8%）

とても愛着を
感じている
　 (39.3%）

愛着を
やや感じている
　 (48.9%）

愛着をあまり
   感じていない
　    (11.0%）

愛着を感じていない
　 (0.4%）

 無回答（0.4%）

��������	
���������

　概ね７割の回答者が今後も羽幌町に定住したい

という回答であり、「道内・道外の別の市町村に移

りたい」という回答は少数となっています。

　移りたい理由は「日常生活が不便」が多く、「その

他」では、医療関係の不安や不備の声が多く挙げら

れており、医療対策が重要な課題と考えられます。
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7.8%

17.6%

13.7%
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33.3%27.6%
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 無回答  (0.4%）

住み続けたい
　 (72.1%）

道外の
別の市町村に移りたい
     (0.6%）

道内の
別の市町村に
 移りたい   (9.4%）

わからない  (17.5%）
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　これまで「総合振興計画ほっとプラン21」（平成14～23年度）をもとにまちづ
くりを進めてきましたが、その取組みへの評価では、「各種住民健診・保健対策」

が「高く評価する」と「まずまず評価する」を合わせて73.1％と最も高く評価さ

れています。

　「特別養護老人ホーム整備」「学校の耐震化」「町内循環バス運営」「公共下水道

整備」「ゴミ処理体制」「福祉サービス」「広報事業」等は６割を超える回答者が評

価しています。　反面、「町民スキー場の運営」「観光振興策」「人材育成」分野は

評価が低い結果が出ています。

　また、「漁業振興策」「港の整備」「地域情報化」「人材育成」「行財改革」につ

いては、「知らない・わからない」が多く、周知等について検討が必要と考えら

れます。
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　「町内会や各種団体など、既存の組織・団体を活用して意見を述べたい」が36.7％と最も多く、次いで「選挙や世
論調査（アンケートなど）で意思表示したい」「説明会や公聴会、懇談会などに参加したい」となっています。
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27.3%

35.0%

27.7%

42.0%

11.4%

8.4%

13.6%

8.3%

23.0%

11.6%

9.6%

27.1%

21.8%

2.8%

2.8%

3.3%

2.8%
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　いきいきとした魅力ある地域社会の実現に取組むべきこととし
て、「地元産業の担い手となる後継者などの人材育成」が42.0％と最

も多く、次いで「商業施設や製造業など企業誘致の推進」、「まちの

将来を担う子供たちを育てるための子育て支援対策」となっていま

す。また、「既存の商店街活性化への支援」や「子供や高齢者が安心

して生活できるバリアフリー施設の整備」もほぼ同程度の回答が得

られています。
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　「雇用の場の確保対策」が52.7％と多く、回答者の５割以上が必要としています。次いで、「後継者となる
担い手の人材育成対策」「新規起業する若者への支援」となっており、地域経済の衰退を抑制するため、雇用
の場の確保が課題であり、後継者の人材育成、担い手である若者への支援が求められています。
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　「医療体制の充実」が77.2％と最も多く、回答者の約８割が最重要項目としています。次いで「高齢者向け

住宅の整備や福祉施設の充実」、「介護の充実」が必要という意見が挙がっています。

0 10 20 30 40 50 60 70 80

30.6%

2.9%
1.0%

24.2%
4.3%

17.9%
5.9%

28.1%
77.2%

 0          10   　   20      　30         40　 　  50  　　60　　  70  　　80 　
%

   地域資源を活用した食、特産品の開発や、地域ブランドとしての商品の育成が必要とする回答がやや多い結果です

が、各項目に平均して回答が分かれています。観光振興の上で、特産品のブランド化、特色ある食・土産品の研
究開発、販路拡大に向けた積極的なPR、各種イベント等や体験交流型の企画など課題は広範囲と言えます。
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19.3%
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14.1%
52.7%
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 「職員の意識改革と、意欲と能力にあふれた人材の育成」と「職員数の削減、人件費の抑制」と答えた回答

者が多く、次いで「町有地や公共施設の整理�合理化、有効活用」が挙げられ、少子・高齢化、人口減少社会

に対応した職員数等の適正化や公共施設の効率化により、町財政を抑制する意見が挙がっています。
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 「福祉・医療が充実した安心なまち」が79.6％と最も多く、次いで「活力ある地場産業のまち」が74.5％と
なっており、回答者の７割以上がこの二つの項目に回答しています。

　また、「人情豊かで温かみのある交流のまち」が31.2％と多く、これらの項目が次期の総合振興計画の基本

目標の大きな柱になると考えられます。
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　平成22年12月末現在の人口は8,189人で、前年と比べて86人（1.04％）減少しました。増減を人口動態別にみ
ると死亡が出生の約2倍で55人の自然減、転出と転入では約1.1倍、31人の社会減となっています。
　また、世帯数は3,900前後を推移しており、昨年一年間では5世帯増加しています。

�������	
���
������

���

���
�����������

���

�����
�����������

���

���
�����������



�����������������������������

�������������������������������

�������������������������������

������

　北留萌消防組合消防署の救急出動回数は374回で、昨年の345回を大きく上回り
ました。1カ月平均でみると31.2回と毎日出動している計算になります。
　月別の搬送人員をみると2月が最も多く一昨年のほぼ3倍、昨年全体の約15%を
占めています。事故種別では急病と転院搬送がほぼ同数となっています。
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�� 平成21年度　�� 平成22年3月末現在(軽四輪含む)　�� 平成22年1月～12月
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　昨年の北海道全体の交通事故死者数は前年より3人少ない215人。ここ数年、減
少傾向にありますが、東京都と並んでワーストタイの記録となってしまいました。
　羽幌町においては、人身事故件数は昨年よりも減っていますが、1名が亡くなっ
ており、依然、命に関わる重大な事故が発生しています。
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　区分別のごみ収集状況は表のとおりです。昨年の総収集量は対前年で35ｔ減少
し2,494ｔでした。有料化が始まった直後の平成15年の総収集量は2,951ｔですの
で、年々、各家庭などのごみ発生抑制の意識が高まっていることがわかります。
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(単位:kg)
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　上水道の使用量はほとんどの用途で7月から10月にかけて増加する傾向にありま
す。一昨年と比較すると家庭用で4,156�、営業用においても515�増加していま
すが、全体では581�の減となっています
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(単位:�)

※ 家庭用のみ
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　平成14年10月に供用を開始した下水道は年度毎に供用区域の整備が進められ、
これに伴って使用件数、使用量が増加しています。家庭用においては一昨年と比較
して使用件数で115件、使用量で14,327�の増加となっています。
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(単位:�)

※ 家庭用のみ。世帯は年間平均。
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あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
の
工
事
完
了
に
よ
り
、
2
月

　

日
か
ら
N
T
T
東
日
本
の
超
高
速

10イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
「
フ

レ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
」（
有
料
）
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
離
島
地
区
に
お
住
ま
い

の
方
で
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方
は

ぜ
ひ
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
検
討
く

だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
離
島
地
区
と
市
街
地
区

と
の
情
報
通
信
格
差
の
解
消
を
図
る

た
め
、
国
の
交
付
金
を
使
っ
て
天
売
・

焼
尻
地
区
に
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
は
じ
め
と
し

た
情
報
通
信
基
盤
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
緊
急
情
報
な
ど
を
知

ら
せ
る
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
も
進
め
、
島
内
数
カ
所
に
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
。
さ
ら
に
、
す

べ
て
の
世
帯
に
電
話
機（
I
P
告
知
端

末
）を
取
り
付
け
ま
し
た
。
4
月
1
日

に
本
格
的
な
運
用
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
が
、
具
体
的
な
操
作
方
法
な
ど
は

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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―
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

　
　

政
策
推
進
課
政
策
調
整
係

　
　
�
 
6
2
・
1
2
1
1
（
内
2
2
4
）

 
―
フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
に
つ
い
て

　
　

N
T
T
東
日
本
北
海
道
旭
川
支
店

　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
�
0
8
0
0
・
8
0
0
・
5
5
8
6
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���������������北海道立羽幌病院 � 0164-62-6060　 http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/hbb/
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り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

�
�
��
�
�
�
	

　　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に
加
え
、

高
血
圧
・
脂
質
異
常
・
高
血
糖
の
い

ず
れ
か
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
状
態

を
い
い
ま
す
。
太
っ
て
い
て
も
他

に
異
常
が
な
け
れ
ば
メ
タ
ボ
と
は

診
断
さ
れ
ま
せ
ん
。
�
�
�
�
�

年
、
広
く
浸
透
し
て
き
た
メ

タ
ボ（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
）。
た
だ
お
腹
が
出
て
い

る
と
い
う
外
見
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど

の
重
大
な
病
気
へ
進
行
す
る
危
険

性
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
過
程
で
自
覚
症
状
が
全
く
な

い
点
が
最
も
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
の
基
準
や
肥
満
が
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
、
い
ま
一
度
振

�

�
�
�
�
�
�
�
	



　

昨
夏
に
実
施
し
た
特
定
健

診
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
該
当
者（
予
備
軍
含

む
）と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
男

性
が　

人
で
受
診
し
た
人
の

56

　

・
1
％
、
女
性
は　

人
で

49

31

　

・
2
％
を
占
め
て
い
ま
し

15た
。
特
に
男
性
で
は
2
人
に

1
人
が
メ
タ
ボ
該
当
者
と
、

そ
の
割
合
も
高
く
、
個
々
の
生

活
習
慣
の
改
善
が
今
後
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
グ
ラ
フ

か
ら
み
て
わ
か
り
ま
す
。

�
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肥
満
に
は
、
男
性
に
多
い「
内

臓
脂
肪
型
」と
女
性
に
多
い「
皮

下
脂
肪
型
」の
２
つ
の
タ
イ
プ

が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
に
も
共

通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
内
臓

脂
肪
も
皮
下
脂
肪
も
脂
肪
細
胞

の
か
た
ま
り
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
脂
肪
細
胞
自
身
が
色
々
な

生
理
活
性
物
質（
ホ
ル
モ
ン
）を

分
泌
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
肥
満
が
続
く
と
脂
肪
細
胞

か
ら
悪
い
物
質
の
分
泌
量
が
増

え
、
血
糖
値
や
中
性
脂
肪
の
上

昇
な
ど
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ

ま
す
。
さ
ら
に
、
脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
な
ど
の
合
併
症
を
伴
う

危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
予
防
す

る
た
め
に
は
、
毎
年
健
診
を
受

け
、
自
分
の
体
で
何
が
起
こ
っ

て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
、
そ

し
て
早
め
に
生
活
習
慣
を
改
善

し
、
肥
満
を
解
消
あ
る
い
は
予

防
す
る
こ
と
で
す
。

�������������	
��

���������	
������
��上田 千歌子(保健師)

�������	
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�　吹雪の中、出初式が行われました。

屋外式では、職員並びに団員が制服や

法被姿できりりと整列し、消防団長、消

防長を経て消防管理者である舟橋町長

に人員報告が行われました。(���)

�　羽幌えびタコ焼き餃子推進協議会が

加盟する北海道ご当地カレーエリア

ネットワークの活動の一環として、学

校給食にご当地グルメの「えびタコ餃子

カレー」が提供されました。天売小中学

校では保護者なども招き、その食感を

確かめながら味わっていました。(����)

�　羽幌町議会議員の大山新太郎さんが

北海道社会貢献賞の自治功労者に選ば

れ、伝達式が行われました。式では高

橋知事にかわり高田留萌振興局長から

表彰状と記念品が贈られました。(����)

�　羽幌町子ども会百人一首大会が開か

れました。あいにくの天候のため今年

も離島地区のチームが欠場、市街地区

の小学生6チームによるリーグ戦が繰り

広げられました。(����)

�　子ども自然教室のわかさぎ釣り体験

が朱鞠内湖で開催。26名が参加し、釣

果は多い子で5、6匹とあまり満足のいく

結果とはならなかったようですが、貴重

な体験となったことでしょう。(����)

�　平成23年羽幌町成人式が開催されま

した。華やかな振袖や羽織袴、スーツ

姿の新成人53名が出席し、久しぶりの

再会と大人への門出を互いに祝福し

あっていました。(���)
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食育シリーズでは、挑戦してみたい親子を募

集しています。希望される方はすこやか健康

センターまで連絡してください。

���������	


　福祉課保健係（すこやか健康センター内）

　� 62-6020　� f -hoken@town.haboro.lg.jp
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食
育
を
テ
ー

マ
に
親
子
で
作

れ
る
簡
単
料
理

を
隔
月
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

幼
児
期
か
ら

食
べ
も
の
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
知
識
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
親
子

で
一
緒
に
料
理
を
作
っ
て
、
食

べ
る
こ
と
を
通
し
て
「
食
」
を

楽
し
む
気
持
ち
や
食
べ
も
の

の
大
切
さ
な
ど
を
育
み
ま

し
ょ
う
。

�������	
�

� 3月3日は「ひな祭り」ということで、仲良し姉妹に挑
戦してもらいました。普段からお母さんのお手伝いを
しているとあって料理はお手のもの。慣れた手つきと
手際の良さはまさに大人顔負けです。
　残念ながら“あん”が苦手という2人。肝心な味を聞い
てみると、ちょっぴり顔をしかめていましたが、きちん
と完食してくれました。今回の挑戦で少しは克服でき
たかな？
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　白玉粉 10g、薄力粉 25g、水 50ml、
　砂糖 小さじ1、食紅 少量、サラダ油 少量
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どうみょうじこ
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ちょうめいじ
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�������	
������
那須　正幹　著

�������	
��
川野　恭子（きょん♪）　著

�����������	
�����
志賀内　泰弘　著

�������	
���������
Y u z u k o　著

������
石原　和幸　著

���������
ベルンハルトM.シュミッド 著

�������	
�������
池上　彰　著

��������	
�
日野　多香子　作

�������	
���
服部　千春　作

���������
ラッシェル・オスファテール　作

�������	
��
安井　寿磨子　作

�������
エドゥアルド・ウスペンスキー   原作

��������	
�����
あべ　弘士　作

�����
かんの　ゆうこ 作

����

����

お金が貯まらないのって、そういう
ことだったの？思わず「目からウロ
コ」が連続の誰も教えてくれないお
金の話。一生使えるお金の知恵が詰
まった楽しくてタメになる一冊です。

みかん１個をむくだけでどうぶつの
形になる前代未聞の工作絵本。みか
んに掲載図のとおりに線を描き込み、
そのとおりにカッターなどで切り抜
けばどうぶつの形ができあがります。

�������	
����

岡田　好弘・神谷　圭介　編

�������������� ���������������	����

��������	
��������	
���������
絵本の読み聞かせをしています。
紙芝居や楽しい遊びもあります。気軽にご参加ください。

※ 新刊や蔵書は羽幌町ホームページで検索できます。
【開館時間】午前10：00～午後5：00
【休館日】 毎月1回、第4日曜日　　
【電話】� 0164-62-1178(中央公民館内）
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うだ　ひろえ 著　

�日  程�����������������	��
�

◆貸し出しはできませんが、返却は図書室前にポスト
　置きますので、そこにお願いします。
◆2月26日（土）から平常どおり開館します。 

�������	

蔵書点検のため休館します。ご不便をおかけしますが、よろしくお願いします。
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� 0164-��������������
� s-kouhou@town.haboro.lg.jp

2
人
は
大
の
仲
良
し
。
お
も
ち
ゃ

で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
で
〜
す
。

������    くん (1才3カ月）
はるま

父　真さん
母　郁絵さん 

「
あ
っ
た
、
あ
っ
た
」と
指
さ
す
毎
日
。

今
日
は
何
を
見
つ
け
る
の
か
な
？

������     ちゃん (2才3カ月） 
みいな

　　　��    ちゃん (6カ月）
まほ

父　真二さん　母　美佳さん 



　管内のインフルエンザ 罹患 者は「注意報レベル」に
りかん

達しており、乳幼児や成人を中心に流行しています。
全国的に季節性インフルエンザ（A香港型）に加え、新
型インフルエンザの感染が広がっており、今後、さら
なる感染拡大も予測され、一層の注意が必要です。
　一人ひとりが基本的な予防を
心がけるなど、健康管理に十分注
意しましょう。　
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・こまめな手洗い、うがいの励行
・咳などの症状がある方は咳エチケットの徹底
・症状がある方は外出を控え早めの受診
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� 0164-62-1211(代表)
� ������������	�
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������　福祉課保健係
　すこやか健康センター内 � 62-6020
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　昨年10月と今年の1月、北海道内で相次いで高病原性
鳥インフルエンザウィルスが確認されました。
　このウィルスは、特殊な場合（感染した鳥との濃密な
接触など）を除き、通常では人に感染しないと考えられ
ています。日常生活で鳥の排泄物などに触れた後は、
うがい手洗いをすれば過度に心配する必要はありませ
ん。冷静な行動をお願いします。

・鳥の死がいや衰弱している野鳥を見つけた場合は、
素手で触らないようにしましょう。
・鳥の排泄物に触れた後は、しっかりと手洗いし、念
のためうがいをしておきましょう。
・水辺などに立ち寄り、野鳥の糞などを踏んでしまっ
た場合は、念のため靴底を洗いましょう。

※野鳥が大量に死んでいたり、衰弱して異常な様子を
発見したときは、連絡をお願いします。

���������

　留萌振興局環境生活課 � 0164-42-8436
　町民課環境衛生係 � 62-1211 (内線105・106)
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　　　1件)(　　　1件発 生 件 数

　　　0人)(　　　0人死 者

　　　1人)(　　　1人負 傷 者
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　　42件)(　　　42件救 急 出 動

　　43人)(　　　43人搬 送 人 員

　　　1件)(　　1件火 災 件 数

調査中)(　　調査中損 害 額

　　　0人)(　　　0人死 者

　　　1人)(　　　1人負 傷 者

　羽幌警察署並びに消防署から1月における各件数な
どのお知らせです。
　日中は雪も解けて路面が出ているところも多いです
が、夜間は再び凍結します。運転の際はご注意を！

　今年7月に地上アナログ放送が終了します。テレビ
など家電リサイクル法対象製品を買い替えた場合、新
たに製品を購入した販売店が引き取り、メーカーがリ
サイクルします（有料）。正しい処理とリサイクルにご
協力をお願いします。
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・テレビ（液晶、プラズマ含む）
・エアコン
・冷蔵庫
・冷凍庫
・洗濯機
・衣類乾燥機

　なお、買い替え以外（以前に購入など）の場合も家電
販売店が対応していますので、ご相談ください。
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　町民課環境衛生係 � 62-1211 (内線105・106)
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　この運動は、住民一人ひとりが火災の恐ろしさを認
識するとともに、出火の絶無と火災による死傷者の発
生を未然に防止することを目的としています。
　特に今年は複数の死者を伴う火災が全国で多発して
おり、住宅用火災警報器が設置されていれば多くの人
命が救われた可能性があります。次
の5つの目標を重点に、火災から大切
な命を守りましょう。

����

�火災発生の絶無　　　�火災による死亡事故の絶無
�危険物等の事故防止　�防災家族会議の推進
�防火機器（住宅用火災警報器など）の普及推進
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�寝たばこは、絶対にしない。
�ストーブの周りには燃えやすい物は置かない。
�ガスコンロなどのそばを離れるときは必ず火を消す。
�寝具や衣類からの火災を防ぐため防炎品を使用する。
�火災を小さいうちに消すため住宅用消火器を備える。
�お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所
の協力体制をつくる。
�逃げ遅れ防止に有効な住宅用火災報知器を設置する。
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　北留萌消防組合消防署予防課 � 62-1246
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　町民スキー場びゅー � 62-6800

　3月から次のとおり開設時間が変更になりますので、
お間違えのないようご注意ください！

�月曜日　休場
�火～金曜日　午後5:00～午後9:00（ナイターのみ）
�土・日曜日　午後1:00～午後5:00

※3月6日(日)は午前10:00から開場しますが、スキー大
会開催のため、コースに一部制限があります。

�������	
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　寒いとどうしても家に閉じこもりがちになってしま
いますが、元気に外へ飛び出しませんか？
　スキーやスノーボードに乗る人はもちろん、乗らな
い人も雪山で冬のひと時を過ごしましょう。びゅーま
つり当日はリフトを無料で開放します。

��　2月27日(日)　午前9:45
��　町民スキー場びゅー
�������バナナボート、ゲーム、ぶた汁提供

�������「������」
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　町民スキー場びゅー � 62-6800
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　福祉課社会福祉係 � 62-1211(内線123)
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　児童扶養手当とは、父母の離婚などで父または母と
生活を共にしていない子どもを養育されている家庭等
の自立を支援するために支給される手当です。昨年8
月からは父子家庭の父にも支給対象が拡大されました。

����

　次のいずれかに該当する子どもについて、父または
母がその子どもを監護し、かつ、生活を共にしている
場合。
・父母が婚姻を解消した（事実婚の解消を含む）
・父または母が死亡した
・父または母が一定程度の障がいの状態にある
・父または母の生死が明らかでない など
���

　受給資格者が監護・養育する子どもの人数や所得な
どにより決められます。
�����

　児童扶養手当を受給するには申請が必要です。
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　町民課総合受付係 � 62-1211 (内線102・103)

　公的個人認証サービスで使用する電子証明書の有効
期限は発行から3年間です。期限が過ぎると電子証明
書は失効となり、インターネットでの行政手続き（国税
電子申告など）ができなくなりますので、事前に申請
（更新）することをおすすめします。なお、有効期間中
でも、住所・氏名などに変更があれば自動的に失効しま
すのでご注意ください。
　また、電子証明書が失効した後でも、申請（新規発
行）により新しい証明書を取得することができます。
詳しくはお問い合わせください。
　
�������	

・本人の住民基本台帳カード
・手数料 500円

※「公的個人認証サービス」は、インターネットでの行政手
続き（電子申請）で、申請者が本人であることや申請内容が
通信中に改ざんされていないことを、電子証明書により証
明するものです。

　教育委員会では、次のとおり天売小中学校の嘱託及
び臨時職員を募集します。希望される方は次によりお
申し込みください。

���������	�

�����天売小中学校
����　1名
�����学校の保守業務
�����年齢65歳以下の方(平成23年4月1日現在)
����　1週間29時間以内とし、別途定める
����　平成23年4月1日～平成24年3月31日
��　月額 111,500円
���健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険に加入

���������	
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�����天売小学校単独校調理場
����　1名
�����学校給食の調理ほか
�����

・天売島に居住し、通勤可能な方
・平成23年4月1日から平成24年3月31日までの1年間勤
　務可能な方
����　月曜日～金曜日 午前9:00～午後3:00 
　　　　※ただし、給食欠配の日は除きます。
��　日額 4,240円
���雇用保険、労災保険に加入

����　市販の履歴書(顔写真貼付)に必要事項を記
　入のうえ、2月28日(必着)までに学校管理課または天
　売支所に応募する。
����　(一次選考) 履歴書による書類選考
　　　　　(二次選考) 面接  ※日程は後日通知します
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　羽幌町在住の60歳以上の方のための大学です。生き
がいのある充実した生活をつくりだすための学習と交
流の場です。あなたもいちい大学に入学しませんか。

���町内の60歳以上の方
����無料(但し、学生自治会費など若干必要です)
�����3月31日(木)まで

�������	
�

　社会教育課社会教育係 � 62-5880
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　北海道海鳥センター � 69-2080
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　これまで数多くの作品の応募があった「海鳥デザイ
ンコンテスト」は、今回が最後の開催となります。ふ
るってご応募ください。
　なお、受賞作品は、海鳥保護や観光振興、特産物の
PR活動などに使用されます。

�����海鳥保護や海洋環境保全のメッセージが伝 
　わるようにデザインされた海鳥のデザイン画
�����①オロロン鳥部門（高校生以上）
　　　　　②ケイマフリ部門（中学生以下）
����　3月15日まで（必着）

※応募規定や応募方法などコンテストの詳細はホーム
ページまたは電話でご確認ください。

�������	
�〒078-4198 羽幌町南町1番地の1
　学校管理課総務係 � 62-1211(内線412)
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　生活のしづらさを感じている方や将来に不安を感じ
ている方などのために、巡回相談を行っています。
　年齢や障がいの種類、障害者手帳の有無は問いませ
ん。無料で相談できますので気軽にご利用ください。

��　毎週 木曜日　午前9:00～午後5:00
��　川北老人福祉センター
※訪問での相談も受け付けています。事前にご連絡ください。
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　留萌圏域障がい者総合相談支援センター「うぇる」
　� 0164-43-7575　� wel-sien@bz01.plala.or.jp

　羽幌町社会福祉協議会では、住民のみなさんの心配
ごとへの対応として、心配ごと相談所を毎月1回開催し
ています。どうぞ気軽にご利用ください。

��　3月18日(金)　午後1:30～午後4:00
��　勤労青少年ホーム

�������

　交通事故をはじめ、家事、結婚、離婚、土地関係な
どで生じた法律に絡む問題について弁護士が相談をお
受けします。事前にお申し込みのうえご利用ください。

��　2月28日(月)　午後1:00～午後5:00
��　中央公民館 第3研修室
���　ほくと総合法律事務所（札幌市）
　　　　弁護士　窪田 もとむ 氏
����無料
�����2月22日（火）

※相談内容、件数によってはお受け
できない場合があります。
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　福祉課社会福祉係 � 62-1211(内線123)

��「�����」������
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　日本年金機構留萌年金事務所 � 0164-43-7211

　行政についてわからないことなどがあれば、お気軽
にご相談ください。相談内容の秘密は厳守されます。

��　3月8日(火)　午前9:00～正午
��　役場 会議室
������

・苦情がある、困っていることがある
・苦情を申し出たが、説明や措置に納得がいかない
・手続き、サービスなどで制度や仕組みがわからない
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　町民課総合受付係 � 62-1211(内線101)

　年金の加入状況の確認、納付書や年金手帳の再発行
依頼など年金に係る相談を受け付けています。
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　希望される方は、相談日の一週間前までにご予約く
ださい。（定員になり次第、締め切る場合があります）

���3月10日(木)　午前10:00～午後4:00
��　役場4階 大会議室
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　羽幌町社会福祉協議会 � 69-2311

【�������������	
����】
 ※2月27日は日曜日のため ��������に開設します
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　外出する機会の少ない高齢者のための健康教室です。
　平成14年にスタートして以来、これまで多くのみな
さんの参加をいただきましたが、3月で終了となります。
　今回も保健師による健康づくりの話や簡単な体操を
行いますので、気軽に楽しみながら
ご参加ください。

��　3月22日(火)　午後1:30から
��　はぼろ温泉サンセットプラザ
���　入浴料 550円（回数券・割引券使用可）
����65歳以上で温泉入浴に支障の無い方

※健康に関する相談は随時すこやか健康センターで対
応しています。気軽にご利用ください。 　道立羽幌病院については土・日曜日及び祝日を含め、

救急診療を行っています。

������　加藤病院(南6条5丁目)
　　　　   � 62-1005
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������　福祉課保健係
　すこやか健康センター内 � 62-6020

�������	
　福祉課保健係
　すこやか健康センター内 � 62-6020

������　福祉課保健係
　すこやか健康センター内 � 62-6020

　保健師と栄養士による健康相談です。町内在住の方
なら誰でも利用できます。軽い運動や血圧測定などを
行いますので、動きやすい服装でお越しください。

��　3月25日(金)
��　川北老人福祉センター (午前10:00～午前11:30)
　　　すこやか健康センター (午後1:00～午後3:00)
　　　※健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください。
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健康センター午前9：45～あいあいサ～クル  2日(水)

健康センター午前9：30～小苺くらぶ  3日(木)

健康センター午前9：30～苺くらぶ  7日(月)

健康センター午後1：00～乳児健診  9日(水)

健康センター午前9：00～特定健診結果説明会10日(木)

健康センター午前9：00～特定健診結果説明会11日(金)

健康センター午前9：30～小苺くらぶ14日(月)

健康センター午前9：45～あいあいサ～クル16日(水)

健康センター午前9：30～苺くらぶ28日(月)

　町内の保健事業や子育て教室などの日程をお知らせ
します。また、毎週火・金曜日の9時30分からは、0歳
から6歳までの幼稚園・保育園に未入園のお子さんとそ
の保護者を対象に「うさこちゃ
ん あそびの広場」を開催して
います。会場はすこやか健康
センターです。

　移動献血車が巡回します。場所と時間は次のとおり
ですので、みなさんのご協力をお願いします。献血
カードをお持ちの方は必ずご持
参ください。
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　福祉課社会福祉係　� 62-1211(内線123)
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�旧NTT羽幌営業所前　　　　　午前9:00～午前10:20

�留萌信用金庫羽幌支店駐車場　午前10:40～正午

�川北老人福祉センター前　　　午後1:15～午後2:30

�羽幌町役場前　　　　　　　　午後2:50～午後4:30
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�北海道銀行羽幌支店前　　　　午前9:00～午前10:20

�北るもい漁業協同組合前　　　午前10:40～正午

�すこやか健康センター前　　　午後1:15～午後2:30

�道立羽幌病院駐車場　　　　　午後2:50～午後4:30
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港町(義孝・圭子)����������

ひじり

南１の２(悠葵・香純)����������� ��

ゆうせい

南２の４(和也・由香)���������� ��

そうた

南３の１(晃寿・洋美)���������� ���

なお

南５の３(優樹・郁子)���������� ���

ひまり

北６の１(達・千鶴)�������� ��

かける

幸町(卓・真理子)���������� ���

ゆら

幸町(潤・志穂)�������� ���

れい

南町(靖・馨)�������� ��

きざす

栄町(眞志・礼美)���������� ���

もあ

栄町(貴・明子)���������� ��

しょうた

栄町(貴・明子)���������� ��

ゆうた

栄町(厚士・亜希)���������� ��

たいせい

���� ��

南５の５����������������

南町����������������

�����

南５の３67歳��������

南５の３83歳��������

北２の２48歳���������

北４の１88歳��������

北３の４84歳��������

北町90歳�������

幸町71歳��������

南町77歳��������

南町88歳���������

栄町93歳���������

栄町93歳���������

栄町86歳��������

栄町87歳�������

緑町35歳��������

寿町78歳�������

曙89歳��������

焼尻77歳��������
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�������さん　 ( 20才・緑町 ）  
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「
成
人
の
実
感
っ
て
、　

才
の
誕

20

生
日
が
き
て
も
別
に
な
ん
に
も
思

わ
な
か
っ
た
け
ど
、
成
人
式
で
着

物
を
着
て
、
み
ん
な
と
写
真
を

撮
っ
た
り
し
て
、
終
わ
っ
て
か
ら

感
じ
た
か
な
」
そ
う
語
る
の
は
、
新

成
人
の
一
人
、
竹
内
さ
ん
。

　

成
人
式
実
行
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
成
人
式
の
企
画
運
営

に
関
わ
り
、
当
日
は
新
成
人
を
代

表
し
て
、
壇
上
で
町
長
か
ら
記
念

品
を
受
け
取
る
役
を
務
め
ま
し
た
。

　
「
東
京
で
音
楽
を
勉
強
し
た
い
」

と
、
羽
幌
高
校
１
年
の
時
に
意
を

決
し
て
東
京
へ
。
サ
ッ
ク
ス
の
演

奏
を
勉
強
し
な
が
ら
、
通
信
制
の

高
校
に
学
ん
だ
と
い
う
行
動
力
の

持
ち
主
で
す
。
音
楽
の
分
野
は

ジ
ャ
ズ
。「
全
部
自
分
で
調
べ
て
、

自
分
で
決
め
て
行
っ
た
」
そ
う
で

す
が
、お
父
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の

を
機
に
羽
幌
に
帰
り
、現
在
は
J
A

オ
ロ
ロ
ン
資
材
課
に
勤
務
。社
会
人

と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
「
高
校
生
の
頃
は
、
羽
幌
に
ず
っ

と
い
る
の
は
い
や
だ
な
と
思
っ
た

け
ど
、
帰
っ
て
き
て
み
る
と
、
ま
た

違
っ
て
見
え
て
ま
す
」と
、家
族
や
友

達
の
い
る
故
郷
羽
幌
に
向
け
る
目

線
は
、す
っ
か
り
暖
か
で
す
。

　

留
萌
の
バ
ン
ド「
イ
エ
マ
ン
ジ
ャ
ー
」

に
所
属
し
、
毎
週
末
は
留
萌
を
中

心
に
音
楽
活
動
。
大
好
き
な
サ
ッ

ク
ス
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
音
楽
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
」と
、明
る
く
意
欲

い
っ
ぱ
い
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

� � ��

　

ス
キ
ー
場
で
が
ん
ば
る
小
学
生
、

成
人
式
で
輝
く
新
成
人
、
今
月
も

取
材
先
で
「
い
い
顔
」
に
た
く
さ
ん

出
会
え
ま
し
た
。
今
年
も
町
の
元

気
を
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ゆ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ

い
ね
。（
M�
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